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開会 午後 １時３０分 

 

○工藤日出夫委員長 ただいまから第７回議会改

革特別委員会を開会いたします。 

  議事に入る前に、委員会傍聴についてですが、

本日の委員会の傍聴については、これを許可し

ますので御了承ください。 

  ここで暫時休憩します。 

休憩 午後 １時３０分 

再開 午後 １時３２分 

○工藤日出夫委員長 休憩を解いて再開いたしま

す。 

  本日の日程につきましては、お手元に配付い

たしました日程表のとおりでございます。 

  日程第１、議会活動の発信機能の強化につい

てを議題といたします。 

  議題に入る前に、前回の議会モニター制度に

つきまして、皆様からいただいた御意見を答申

にまとめるという上で、事務局で議会会議録等

を精査しながら、何項目にもわたって整理いた

しました。 

  お手元に配付してあります資料のとおりでご

ざいますが、このことについて事務局長より概

略説明させていただきます。 

  事務局長、お願いします。 

○関口智明事務局長 それでは、資料を御覧くだ

さい。これまで決まったことの要旨をまとめさ

せていただいたものです。 

  議員間討議のガイドラインの策定についてと

いうことで、こちらについてはファシリテーシ

ョン研修を実施するということに決まっており

ます。日程についても今調整して決まっておる

ところです。その後12月議会で、常任委員会の

協議会形式による試行を実施するということで

す。試行的な運用を閉じて課題を整理して、最

終案を取りまとめます。 

  続いて、タブレットの活用についてというこ

とで、こちらについては、現在はパソコンやス

マートフォンで対応できているということで、

導入は見送ることとするとなっています。 

  続いて、前回決まりました広報広聴機能の充

実についてということで、議会モニター制度の

充実について。こちらについてはモニター制度

自体の周知が足りていない、ホームページ等の

記載も余りないということですので、こういっ

たホームページや広報きたもと等、様々な方法

で議会モニター制度の周知を行う。 

  また、議会モニターが意見を提出できる範囲

を拡大するということで、意見交換会等を検討

していきたいと、検討すべきということが出て

いたと思います。あと、もしこれでまた余り発

展がないようでしたら、議会モニター設置要綱

にある謝礼について検討を進めるということが

決まっております。 

  これの要旨をまとめたものとなっております。

実際、答申をつくるときには文体は整えさせて

いただきまして、しっかりとした報告の形を取

りたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○工藤日出夫委員長 以上のとおりでございまし
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て、これまでの課題について整理をしましたも

のと、前回の議会モニター制度の充実について

の議論の一定の集約化を図ったような形でこの

ようにまとめさせていただいておりますが、皆

様のほうから何か御質問とか御意見ございます

でしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○工藤日出夫委員長 ないようですと、作業とし

てはこれに文書づけをして整えていくような形

を取りたいと思います。 

  それでは、本日の議題であります議会活動の

発信機能の強化についてを議題といたします。 

  本議会といたしましては、既に皆様方も御案

内のように、まず、本会議または委員会の傍聴

は全部許可しておりますので、そこを傍聴して

いただければ議会の状態は聞く、見ることがで

きるような状況になっております。 

  また、議会ごとに議会の広報紙も発行してお

りますし、議会報告会等もさせていただいてお

ります。 

  また、本会議につきましては録画配信もされ

ておりまして、ある一定の条件の基本条例等も

含めての議会としての活動の発信はそれなりの

形でしているわけでございますけれども、議長

の諮問としては、さらに強化をするということ

の諮問をいただいておりますので、現状の発信

機能を踏まえた上で、さらに何をどのように強

化していくのかということについて、今日は皆

さんから御意見をいただきたいと考えておると

ころでございます。 

  いきなりで恐縮ですけれども、議長としては

どのような発信の状況をさらに強化したいとい

うような心積もりがあるのか、そこをまず一点

お聞かせいただけると先に進めていきやすくな

るのではないかなと思うんですが、いかがでご

ざいましょうか。 

○保角美代議長 委員長から、ベースのものはや

っているということでお話がありました。 

  私としてはタイムリーな発信というのが北本

市議会はされていないというふうに思っていま

す。ホームページを見ても、今何をやっている

かというような、そういう発信はまずない。今

日の委員会はホームページに載っているのかな。 

  私も議長になって、いろいろな視察の方が来

たりとか様々、議会活動として、また議長の活

動として、また委員会の活動としていろいろさ

れているかなと思うんですけれども、それに対

してもタイムリーな発信をしていくと、傍聴も

しやすいのかなと思っております。 

  あとは、議会の録画配信をしているんですけ

れども、他市ではライブ配信、そのままいろい

ろな機能を使ってタイムリーに発信を、一般質

問等を発信しているということがあります。 

  あとは、ＳＮＳですね。若い方はホームペー

ジになかなか行かないんですよね。ホームペー

ジを見るというのはよほど検索をしてホームペ

ージを見る形なんですけれども、ＳＮＳは不可

欠と私の中では考えています。 

  また皆さんの御意見いただければと思います。 

○工藤日出夫委員長 ただいま議長からは、ホー
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ムページの掲載されている内容が必ずしもタイ

ムリーな掲載になっていないということが一つ

ありましたので、そこらの改善が必要になって

くるのではないかというようなことがございま

した。 

  それから、現在本会議が録画配信されている

のを、ライブ配信にするということも考えられ

るのではないか。 

  それと、これまでのホームページといったよ

うなものだけではなく、ＳＮＳを通して発信す

るというようなことも考えていく必要があるの

ではないかというのが、今回議会活動の発信機

能の強化の部分のおおむねのこの３点ぐらいを

挙げながら、さらに議会活動について住民に知

っていただくというようなことでございました。 

  これらも含めて、現状の、私たちがこれまで

やっている現状も踏まえた上で、さらにこのよ

うなことをすることによって、私たちの議会の

活動が広く住民にも含めて広がっていくのでは

ないかということについて、何か御意見ある方

いらっしゃいますか。 

  大嶋委員。 

○大嶋達巳委員 今議長から具体的にＳＮＳだと

かありましたけれども、最終的にはそういった

ことを具体的に決めていくのが強化ということ

で結論になるんだと思いますが、まずその前段

階として、議会活動を発信する目的が何なのか、

まずこの辺を整理しておく必要があるあるんじ

ゃないかと思います。 

  それから、議会活動の発信というのは何を指

すのか、また、どれぐらいの量のものを出すの

か、どれぐらいの質のものを出すのか、そして

それを誰に向かって発信するのか、これは基本

的には市民の方全員になるわけですけれども、

例えばその中でも特定のセグメントに対して向

かって情報を発信するということもありますの

で、そういった基本的なことをまず整理した上

で、それが決まってくればおのずと具体策が決

まるものだと私は思っていますけれども、まず

その大前提として、一番大事なこととして、も

う一回繰り返しますけれども、議会活動を発信

する目的が何なのか、これを一回整理したほう

がいいんじゃないかと思います。 

○工藤日出夫委員長 ただいま大嶋委員からは、

議会活動の発信をする目的を明確にする必要が

あるのではないのかと。ここの定義のようなも

のをまず共有するところからスタートすべきで

はないのかといったような御趣旨の御発言だっ

たと思いますが、今の大嶋委員の御発言は御発

言として、それらも踏まえた上で、何か新しい

情報発信をする意味も含めて、御意見ございま

すか。 

  滝瀬委員。 

○滝瀬光一委員 議長からＳＮＳを議会として導

入すべきであるということで発言がありました

けれども、北本市議会においては、議会として

ＳＮＳの発信というのは今現在されていない状

況であり、一つの課題であると考えています。 

  ＳＮＳを導入するに当たっては、それを議員

がやるのか議会事務局がやるのか。議会事務局
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がやるのであれば、人員体制が今の状況では足

りるのかどうかとか、その辺が課題として出て

くるのかと思っています。 

  それから、ＳＮＳ以外ですと、たしか視察に

行った所沢市議会だったと思いますけれども、

所沢市議会などは議会として駅、あるいはスー

パーなどでしたか、議会の情報をいろいろのぼ

りを作ったりして発信をしている、そのような

活動も必要になってくるのかなと考えています。 

  加えて、今現在議会だよりを広報広聴委員会

で作成していただいていますけれども、その議

会だよりについても、例えば議会モニターに意

見をお聞きして、より良いものにしていくとい

うことで、その広報機能の充実につながるのか

なと思っています。 

  それから、次回あたり出てくるのか、議会報

告会の在り方についてですけれども、この議会

報告会の在り方、進め方についても、まさにこ

れは議会広報の一部であり、やり方について改

善を図る必要性について検討すべきだというふ

うに思っています。 

○工藤日出夫委員長 今日の市議会ではＳＮＳで

の発信は取り組んでいませんので、これは新し

い一つのテーマとして進めていくと。その場合、

議員が出すのか事務局で出すのかという、ここ

は非常に重要だと思うんです。これ議員が取り

組むと、議員の個人のものが入ってしまいがち

ですから、それを議会としての情報発信という

ふうにやれるのかどうかという非常に難しいも

問題も潜んでいますので、そこは一つ交通整理

する必要がある。 

  あと、スーパーや駅なんかに議会のコーナー

みたいなものを設けておいたらどうだろうかと

いうことと、最終的には報告会も議会活動の発

信の非常の大きな手段でありますので、ここを

どのようにして充実していくのかということは

非常に重要なものなんだろうなという気はいた

します。 

  ただ、これまでのやっているもののリニュー

アルすることによって良くなるものと、できて

いないので新しく設置することによって強化し

ていくという、大きく分けると多分その２つな

んだろうと。 

  先ほど大嶋委員からの御意見にありました議

会活動の発信を強化する目的というのは、多分

御本人は多分そういう受け止め方はしているの

かどうか分かりませんけれども、いずれにして

も議会というものの存在を多くの市民に認識し

ていただくというか、認知度を高めていく、モ

ニターのときも同じでしたけれども、そこのと

ころが非常に、それが一番の大きな問題なんだ

ろうけれども、送り手と受け手の間の関係性な

んかもあって、送っているほうは、これで十分

理解できるんじゃないかと送っているんですけ

れども、受け手のほうがそれでは十分でないと

いう、そこの食い違いのようなものを常に生じ

ながら進んでここまで来ているんだろうという

ふうには思いますけれども、ＳＮＳのような話

が出てきましたけれども、永井委員はこういう

ことについてはどのようにお考えになられます
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か。 

○永井 司委員 発信機能の強化とかそういう観

点で言えば、ＳＮＳを使うのも一個手だとは思

います。 

  ただ、根本的に市民の皆さんが、その媒体が

変わったからといって興味が湧くかという、そ

の目的のところを議会の認知というかやってい

ることの広報、発信とか、やっている議会の発

信とか議会の認知度を高めていくということで

あっても、余り媒体を変えて、そこからまたア

クセスして見てくれるのかなというのは何とも

言えないなというのを思いました。 

○工藤日出夫委員長 小久保委員は何かございま

すか。 

○小久保博雅委員 今北本市でこういう情報発信

をしていこうというのは、議会だよりか議会報

告会、それぐらいかなというぐらいの感じです

よね。 

  今ＳＮＳという意見出ていますけれども、Ｓ

ＮＳも、例えば群馬県桐生市では、フェイスブ

ック、ＬＩＮＥ、もういろいろな、昔のＸ、全

部使っているんですよね。それプラス、ユーチ

ューブ。群馬だと群馬県の地域情報提供をずっ

とやっているＦＭ放送とかある。そこに月１回

市政情報、議会情報を放送してもらう。それを

またユーチューブでアップデートする。 

  先ほど内容はとか言われていましたけれども、

その内容を見てみると、議会で取り組んでいる

議会改革の方向はどうなんだ、こうなんだとい

うところから、今回は一般質問ですので議員個

人の一般質問で良さそうなものをピックアップ

して放送していたりとか、それもユーチューブ

でアップするんですよね。 

  というのがあるので、いろいろな情報、何を

やるのかと議会でやっていることを理解しても

らうためにやる。チャンネルは多ければ多いほ

ど、年取った方はＳＮＳは見ないだろうけれど

も、若い人は見ると。そういうことで、いろい

ろなチャンネルを検討してみたらどうかなと。

難易度もあると思いますけれども、とにかく情

報発信するチャンネルを増やすということを私

は考えるべきではないかなと思っています。 

○工藤日出夫委員長 小久保委員からは、群馬県

桐生市の市議会が取り組んでいる事例等も通し

て、様々なチャンネルを使って、若い人なんか

にも見てもらえるような情報の発信の仕方をし

ているというような事例もお話ししていただき

ましたけれども、桜井委員は何かお気づきにな

られているようなことがございますか。 

○桜井 卓委員 まず、何のために発信を強化す

るかということでいえば、一つには議会への関

心を高めていただくということ、これが一番大

きいのかなと思います。 

  それから、もう一つは、情報を得る手段の主

力が今ＳＮＳになっているんだろうと思ってい

ます。ですので、ＳＮＳは活用せざるを得ない

だろうというのが私の認識です。 

  その中で、どういうチャンネルを使って発信

するかというのはよほど考えなければいけない

とは思います。先ほど小久保委員がおっしゃっ



－7－ 

たとおり、当然多様化したほうがいいとは思う

んですけれども、いきなりそこまではいかない

と思うので、まず１つでも２つでもやってみる

ということが大事なのかなと思います。 

  私も幾つかのチャンネルを使ってやっている

んですけれども、重複して登録してくれている

人もいればそうでない人もいたりして、それぞ

れのＳＮＳだったりで、返ってくるコメントと

か反応は違うなというのは感じているので、や

ればやるほど大変になるし、いろいろな声も集

まりやすいし、もちろんそれが市民の主力な声

ではないとは思うんですけれども、ただ、一つ

参考になることもたくさんあると思うので、ま

ずはやってみるというのがいいんじゃないかな

と思っています。 

  参考までに申し上げると、子どもの権利特別

委員会を設置した際に、動画を配信しなければ

いけないということで、セキュリティーポリシ

ーを議会として定めているはずなので、そうい

う意味では、発信をすることはそんなに難しく

はないと思います。あとは運用をどう考えるか

というところだけかなと思っています。 

○工藤日出夫委員長 ＳＮＳをもう少し効果的に

活用したらというような御趣旨だったと思いま

すが、現状、私たちがやってきた紙媒体の議会

報告であるとか、または集まっていただく議会

報告会であるとかというのは、どちらかという

とこれまでずっと長い間続けてきた、ある意味

ではアナログのような形のもので、ここにＳＮ

Ｓという新しい発信、双方向型の機能が出てき

ておりますので、それらをうまく活用するとい

うのは、単純にこちらから情報を発信するだけ

ではなく、発信したことについて、こちらがそ

れに対するリアクションというか、そういうも

のも同時に双方向性を高めていくという意味で

は、ＳＮＳをどのようにして活用していくかと

いうのは非常に重要なテーマであり、先ほど大

嶋委員がお話しされていました情報発信機能の

強化の目的は、ある意味、議会という存在を多

くの人たちにしっかりと受け止めていただくと

同時に、議会というものに対して、住民のほう

からもリアルにそれぞれいろいろな意見を出し

ていただくという、そういうツールとしての役

割はかなりあるのかなというふうには感じまし

た。 

  湯沢委員は、何かここまでの議論を聞きなが

らございますか。 

○湯沢美恵委員 議会活動の発信に関しては、市

民の皆さんに議会に対しての関心を高めるとい

うところが重要なのかなというところで、先ほ

ど議長から話があったタイムリーな発信が足り

ないということでの、まず一つ、ライブ配信を

していないというのがあったけれども、そこま

で必要なのかどうかというところは疑問には思

います。必要であるとするならば、どれくらい

の金額がかかるのかというところについても調

査する必要があるかなということについて思っ

たのと、ＳＮＳでの発信については、今後これ

はやっていかなくてはいけないものの一つなの

ではないかなと思っています。 
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  確かにたくさんチャンネルがあるのはすごく

いいことかもしれないですけれども、取りあえ

ず、そんなにたくさんあってもというところで、

まず１つやってみる。当然それを入れるとなる

と、誰が管理をして何を発信するのかというと

ころが重要になってくるんですけれども、大嶋

委員が以前広報委員長をやっていたときに、議

会報告会の録画をしていらっしゃったんです。

多分議会としてというよりは個人的に撮ってい

らっしゃって、そこら辺についても、録画をす

るよということについては広報広聴委員会の中

でも了承して撮っていらっしゃいましたけれど

も、例えば、議会報告会にいらっしゃる方もな

かなか人数少ないですから、例えば議会報告会

の様子を写した動画を発信するとかというよう

に、議会に関連したものの発信にしていかない

と、だんだん個人的な発信が加わっていくとい

うところもハードルがあるのかなと思うので、

そこら辺の取決めも今後必要になってくるのか

なというふうには思いました。 

○工藤日出夫委員長 議会報告会についても、実

際に参加されていらっしゃる方が15人程度の前

後ですので、そういう意味で言えば、多くの人

に議会報告会の中でどんなやり取りがあったの

かというのを何らかの形で発信していくという

ことは、確かに必要性はあるのかなというよう

な感じでは受け止めました。 

  高橋委員は何かございますか。 

○高橋 誠委員 私もＳＮＳ、自分自身でやって

いていろいろな反応等もあります。といったと

ころで即時性があるのかなというところで、こ

のＳＮＳの導入は大いに検討していただきたい

なと。今皆さん出ている、誰がやるのか、誰が

管理するのかというところが一番の問題点なの

かなというところです。 

  取りあえず何かやってみて、次の段階に入っ

ていけば私はいいのかなと。いきなり全部とい

うのは多分無理だと思いますので、そこのとこ

ろで少し検討していただければなというふうに

思います。 

○工藤日出夫委員長 島野委員は、今までの全体

を伺いながら何かございますか。 

○島野和夫委員 様々情報提供も、ＳＮＳですと

タイムリーな情報提供ができるのかな、特に議

会を身近に感じてもらう、そういう意味では非

常にタイムリーな情報が必要かなと思います。 

  議会報告会の開催についても、参加者がなか

なか幅広く参加していただけないということで、

ある議会ですと、参加者が少ないので、議員で

駅頭に立って報告会のチラシを配ったり、そう

いったことも聞いたことがありますけれども、

何か工夫が、議会報告会のもうちょっと幅広い

参加を求める、そういったことも検討する必要

もあるのかなと思います。 

  議会、あるいは議員を身近に感じてもらうと

いうことが大事だと思いますので、特に若者の

政治離れという観点では、ＳＮＳの有効活用、

フェイスブックは特に高齢者の層が、年齢的な

部分でちょっと高い人が多いのかなと思ったり、

インスタグラムとかＸとかそういったものは若
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者が結構見ているのかなという、そういったこ

とも研究しながら、その体制もどういった形で

できるのかということも今後検討していく必要

があるかなと思います。 

○工藤日出夫委員長 一つは、議長からのお話の

中にもありまして、ＳＮＳの活用が一つ考えら

れるのではないかということについては、一通

りその活用の方向については積極的な御発言が

多かったと思いますので、これは一つ、ここは

これで押さえておきたいと思います。 

  もう一つ、本会議の今録画配信しているもの

をライブ配信にしてはどうかといったようなこ

とについては、今のところ御意見をいただいて

おりませんけれども、これについてはどのよう

にお考えになられるでしょうか。 

  桜井委員。 

○桜井 卓委員 何年か前にこのライブ配信のこ

とを検討されたと思います。そのときには、そ

もそも録画配信の視聴数が少ないという中で、

生配信が果たしてどこまで求められているのか

ということで、まずは録画配信の視聴者数を増

やすような取組が必要なんじゃないかと。それ

で、それが本当に増えてきて、さらに求められ

るようなことがあれば、生配信についても検討

したほうがいいんじゃないかぐらいの感じで終

わったかなと思っているんですけれども、いか

がだったでしょうか。 

○工藤日出夫委員長 どうですか。 

○滝瀬光一委員 今、桜井委員が言われたように、

一度検討して、そのような形で結論を出してい

ますね。 

  そのときに、加えて申し上げるとすれば、録

画配信じゃなくてライブ配信することによって、

議員の不規則発言だとか、そういったことも生

じた場合の対応等、費用的なものと費用対効果

から、現状でいいのではないかというようなこ

とになったかと記憶しています。 

○工藤日出夫委員長 副委員長。 

○中村洋子副委員長 録画配信を見る方も少ない

という状況になっているという事実があるとい

うところでは、録画配信を活用するための何か

というものが、市民にはそんなに必要性がない

のかなというふうに思うんですけれども、実際、

市政報告会に関心を持って参加してくださると

いう方は録画配信も見るかと思うんですけれど

も、そういうふうなつながり方というのも何か

の工夫が必要なのかなというふうに思うんです

が、こっちは一方的に録画配信していますよ、

市民は市民で自分の必要性で誰かの一般質問を

聞こうということでの録画配信という形なので、

何かつなげるものというような何か工夫が必要

なのかなというふうに思うんですけれども、そ

ういう点ではどうなんでしょうか。今のやり方

でいいのかどうかというところも分からないで

す。 

○工藤日出夫委員長 そのライブ配信するか録画

配信のままでいくのかといったような検討とい

うのはいつ頃されたんですか。 

  滝瀬委員。 

○滝瀬光一委員 広報機能の充実というところで、
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委員会、これについても配信すべきだとか、そ

ういった議論もしたような記憶があるんですけ

れども。委員会も含めて。ただ、委員会をやる

となると費用対効果、現状の見てくれている人

の数からすると、効果が薄いんじゃないかとい

うような議論があったように記憶しています。 

○工藤日出夫委員長 それは何か、これに特化し

たような委員会だったのか、それとも広報広聴

のような形の中のものなのか、それとも議会改

革特別委員会のようなものなのか。 

○滝瀬光一委員 議会運営委員会だったかもしれ

ないですね。特別委員会ですと私は入らないの

で、議論に。議会運営委員会かな。 

○工藤日出夫委員長 暫時休憩します。 

休憩 午後 ２時０５分 

再開 午後 ２時０９分 

○工藤日出夫委員長 休憩を解いて再開します。 

  今、北本市の場合は本会議ですが、本会議を

録画配信しているのをライブ配信にすることに

よってというようなのが、議長が情報発信機能

の一つとしてお話をされてきました。 

  実際にどれぐらいの人が録画配信を見てくれ

ているのかということについて、事務局長から

もここ数年の経過説明があって、おおよそ

2,000人前後であるということで、費用として

も110万円から120万円ぐらいの費用がかかって

いるということで、仮にこれがリアルでやった

とするとその倍ぐらいになる。 

  まさに情報公開をし、情報発信をしていると

いうことがまず重要なんですよねということな

のか、そのことを通して何らかのリアクション

をいただいて、そのことが次の議会を、議会運

営の在り方を考えていく上で有効性があるんで

すよといったところの検証が必ずしも十分行わ

れていなかったのではないのかな。 

  最近は特に私、これは私の個人的意見という

ことでお許しいただきたいんですけれども、本

会議の傍聴も随分少なくなりました。そういう

意味では傍聴の人数も相当減っていますよね。

だから、実際にこれまでのやり方だけだと、議

会の状況を知っていただくということについて

は何らかの方法を考えていく必要があるんだろ

うなということについては、大体皆さんの意見

を含め、それが一つは、ＳＮＳを使うことによ

って、これまで議会に関心のなかった若い人た

ちにも関心を持っていただけるのではないかと

いうようなこともあるようですので、このＳＮ

Ｓをどう活用するかというのは、今日の議論の

中では一つ今後の進めていく上での課題にはな

る。 

  もう一つは、ホームページ。今日、１週間後

に何がありますよといったら、確実に１週間後

にこういうことがあるんですよねというような

お知らせ版が、常にホームページ上で更新をさ

れていくことが必要なんじゃないでしょうかと

いうようなことがまず考えられるのではないで

しょうかというのが１点ありました。 

  もう一つは、本会議場の録画配信かライブ配

信かというような、おおむね議長からはこのぐ

らいの３つの話があって、最終的には私たちの
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議会として、どういう議会であるために、どう

いう手段を用いて多くの人に知っていただくこ

とによってどういうふうにしていこうとしてい

るのかというところは、確かに大嶋委員がおっ

しゃるように大変重要なポイントではあるし、

そういう前提で議会改革特別委員会は今、動か

しているつもりではいるんです。 

  ただ、情報発信機能を強化していくというこ

とになりますと、多分今できることと、今すぐ

できること、今すぐはできないけれども時間を

かけることによって進めていく必要があるもの、

いや、もう全く時代としてはもう求めていない

んじゃないかという、大きく分けるとこれぐら

いの状況にはなっていくのかなというふうには

見るんですが。 

  湯沢委員。 

○湯沢美恵委員 議会改革のことで議長から諮問

されていますので、新しいことに手を出すとい

うのもすごく必要不可欠なことなのかもしれな

いですけれども、今委員長がおっしゃったよう

に、今やっていることですぐにできることとい

うのもあると思うんです。 

  例えば、議会報告会がありますよといって、

じゃ、議員の皆さんが、私も含めて、何人の方

に議会報告会がありますから来てくださいとい

う声をかけているのかというところ、それと、

例えば自分の一般質問が何月何日の何時からあ

りますから、ぜひ機会があったら議会傍聴に来

てくださいと。傍聴に来られないのであれば、

数日後には録画配信していますからぜひ見てく

ださいねという声かけをしているかとかという

ことは、お金をかけないで今すぐにできること

なんじゃないのかなと思うので、20人の議員が

それぞれ個々にその行動を移せば、広がってい

くところの大きな一歩になるんじゃないのかな

と思います。 

  その上で、先ほどから話をしているように、

新たな取組というのをしていくということも併

せてやっていくということが必要なんじゃない

かと思います。 

○工藤日出夫委員長 今湯沢委員の御意見を集約

すると、20人の議員全員が情報発信の媒体にな

ってくださいよと、議会の運営や議会の事柄に

ついてという、まず、そこがまず一つあって、

ＳＮＳを使うにしても、いろいろな道具を使う

前に、議員自体が北本市議会の運営や北本市議

会の決まったことや、そういうことについての

発信の媒体になるべきではないのかというよう

な御意見だったと。これでよろしいですか、受

け止めとして。 

○湯沢美恵委員 議会が開催するものに自分が声

をかけて来てもらうという、その媒体になる。

生身ですけれども。 

○工藤日出夫委員長 生身のＳＮＳ。 

  桜井委員、今の意見について何かお考えあり

ませんか。 

○桜井 卓委員 個別の各議員がそれぞれ発信を

しなければいけないというのはそのとおりだと

思うんですけれども、ここで議論することでも

ないのかなと思っていて、だからそれは当然皆
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さんやってくださいというお話ですよね。 

  改めて、我々として広報機能とは何なのかと

いうと、一つは、まず出さなければいけないも

のは出さなければいけないだろうということで

すよね。 

  例えば、この今やっている委員会について、

会議やりますよという案内はようやくホームペ

ージに掲載されたんだけれども、では、その議

事録は、恐らく委員会なのでいずれ議事録とし

て載るんだろうと。だけれども、例えば国の審

議会とか何か見ると、開催の案内があって、議

事の概要があって、そこで配られた資料も出て

いるというのが通常の発信の形態だと思うので、

そういったことにしっかり取り組んでいかなけ

ればいけないだろうと。 

  なおかつ、それが生配信でも録画配信でも動

画で配信ができれば一番いいんでしょうけれど

も、最低限、議事録を発信するということがま

ず必要だろうということです。 

  それから、発信の意味合いとして、関心を高

めるということを先ほど言ったんですけれども、

それともう一つは、タイムラグを埋めるという

ことがあると思っています。議会だよりは年に

４回しか出ないし、議事録の公開というのもお

おむね３か月後ぐらいだと思うんです。それで

はあまりにも遅過ぎるだろうと、もっと早く知

りたいという方がたくさんいると思うので、そ

ういった人に対して発信をしていく必要がある

と。 

  ホームページというのはプル型というのかな、

見に来てもらわないといけない情報なので、そ

ういったところにこの会議やりますよとかと案

内を載せるというのは、必要なのかもしれない

けれども、それによって人が来てくれるもので

もないだろうと思っています。そこはプッシュ

型でやっていかなければいけない。今プッシュ

型でやっているのは議会だよりぐらいしかない

んですけれども、それもタイムリーではないの

で、そういう意味でＳＮＳというのが非常に有

効になってくるんだろうなと思っています。 

  だから、告知系なんかはＳＮＳが一番得意と

するところだと思うので、告知はＳＮＳにやっ

てもらう。ホームページはストック情報として、

将来的に振り返って見たときに、検索して出て

くるようなものというのはちゃんとホームペー

ジにストックしておく必要があるんだろうと。

そこを分けて考える必要があるんだろうなと思

っています。 

○工藤日出夫委員長 小久保委員。 

○小久保博雅委員 これはもう私の個人の考え方、

意見ですけれども、ＳＮＳとかそういうスマホ

とかで見られる情報媒体は、長文とか長い資料

とかは、これはもう絶対にアクセスしてもらえ

ないというか、途中でやめられてしまうんです

よね。コンパクトに情報をぱっと流す。 

  そのときに、詳細はホームページで御覧くだ

さいと。ホームページにいくと、今度はホーム

ページはパソコンとかで見られるわけですから、

私はその２段立てというのが有効なんじゃない

かなと思います、情報を欲している人に対して
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は。 

  だから、ＳＮＳだけじゃなしに、より詳細な

ものをホームページでもカバーしていくという

ことが大事じゃないかなと思っています。 

○工藤日出夫委員長 いずれにしても、ＳＮＳを

導入したとしても、今までの媒体とうまく接合

させながら活用の幅を広げていく。より詳しく

知りたいものについてはホームページのいろい

ろなものによって、取りあえず伝えたい中身に

ついてはＳＮＳを使ってという、そういう連動

性のある情報発信の一体性みたいなものを構築

していくというようなことの御意見として承っ

ていいんでしょうか。 

  ほかにございますか。 

  大嶋委員、何かございますか。 

○大嶋達巳委員 いろいろポイントとしては、議

会に関心を持ってもらうその内容を発信すると

いうことが重要なんだろうという皆さんの声を

聞いていて感じます。 

  ですから、その上で、そのＳＮＳですとか情

報発信のツール、チャンネルを増やすのは、そ

れだけより多くの人に情報が伝わるので、それ

もいいことだと思いますし、どうなるか分かり

ませんが、試してみるのも十分価値があること

だと思います。 

  ただ、その関心を持ってもらう、一体何を発

信するかという、そこがポイントだと思うんで

すけれども、関心を持ってもらう内容、正直言

って議会の活動が基本的には面白くないですか

ら、それをどうやって関心を持ってもらうのか、

そこが非常に重要なんじゃないかなと思います。 

  もう一つ、昔からある媒体も活用ということ

なんですけれども、関心を持ってもらうという

ことであれば、これは議会だよりをもっと活用

することは十分必要になるんじゃないかと思い

ます。現状議会だよりは全戸配布になりました

ので、見る、見ないはともかく、北本市内の全

戸に到達している媒体です。ＳＮＳをやっても、

これは全市民が、全世帯に到達するとは考えら

れませんので、議会だより、これは広報きたも

との例がそうですけれども、市の情報はどこか

ら取っているかという調査では、広報きたもと

が８割近くの答えになっていたんだと思います

ので、同時配布されます議会だよりも、これも

それに近い形で見ていただけるのではないかと。 

  そういう意味においては、その議会だよりの

充実によって議会の関心を高めてもらうという

のも一つのテーマだし、これ予算が許せば、紙

媒体ですからタイムリー性は限界がありますけ

れども、これは四半期に１回じゃなくて毎月出

してもいいわけですから。これ予算が許せばで

すよ。かつ関心を持っていただける内容、これ

はぜひとも広報広聴委員の皆さんに知恵を出し

ていただきたいと思いますけれども、関心を持

っていただける内容、これはＳＮＳでもほかの

ホームページでも全部にそうなんですけれども、

関心を持っていただける内容をどうつくるか、

最後はそこに尽きると思いますので、それを今

後はよく検討したらいいんじゃないかと思いま

す。 
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○工藤日出夫委員長 今私も、紙媒体としての議

会だよりによって知る機会が多いということが

あったとしたら、年４回というのは少ない。か

といって、これ増やしていくというのもなかな

か技術的なもの含めて、財源だけの問題ではな

くて人の問題もあってなかなか難しい。そこの

ところはどうするかというのは、まさにこれか

ら、この委員会も含めて知恵は出す必要がある

んだろうなとは思いますけれども、確かに議会

だよりという媒体は、多くの人たちに受け入れ

ていただいている非常に重要な媒体の一つなん

だろうなということについては、大変私も今そ

んな感じを持ちながら聞いておりました。 

  ただ、問題なのは、ＳＮＳも含めて、何をど

んな形で発信していくのかという、どちらかと

いうと派手か地味かといえば極めて地味な活動

をしているのが議会ですので、それを大げさに、

仮に興味を引くために大げさな表現をするとい

うことは、逆に言ったら議会の本質を間違えて

伝えてしまう可能性もあるので、そこのところ

なかなか難しいんだろうなという気はするんで

すけれども。 

  桜井委員。 

○桜井 卓委員 議会だよりに関しては、ここに

きて、見ばえから始まって、例えば採決の一覧

だったりとか、いろいろと事務局でも工夫をし

てくれているし、我々広報広聴委員会の中でも

議論をしながら、どうやったらより、我々世代

が見てどうかということよりも、もう少し若い

世代とかライトな層が見て見やすいようなもの

という観点から、大分ブラッシュアップをして

いると思います。 

  ですので、これに関してはそこの行く末を見

守っていただきたいですし、今の状態が完成形

ではないと思っているので、それなので引き続

きそこは皆さんの意見を聞きながら、改善でき

るところは改善していく必要があるだろうと。 

  回数を増やすことには、先ほど委員長もおっ

しゃいましたけれども、お金の面だったり、手

間をそこまでかけられるかというところでなか

なか難しいところがあって、それを補うものが

電子的な媒体なんだろうと思っているので、そ

このところはホームページのほうでしっかりと

補足をしていくということ。 

  それから、例えば議会そのものが面白くなか

ったら、どう発信の内容を変えても面白くはな

いわけです。私は議会そのものが十分面白いな

と思っているので、そこをどうするかというの

は我々の力なんだろうなと。議会議員としてち

ゃんと市民が関心があるところの質問をすると

か、そういうところをちゃんと突いていくと。

そこの議会を面白くするということが、発信し

たときにもそれが伝わるのかなと思うので、私

は十分議会としては面白い内容をやっているん

じゃないかなという気はしているので、ただ、

それがどういう形で伝えるか、そこの部分がす

ごく難しいのかなとは思っています。 

  特に組合議会なんかは本当に面白い内容がた

くさんあると思っているので、そういったもの

も含めて市民の方に伝えていければ一番いいの
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かなとは思いますけれども。 

○工藤日出夫委員長 小久保委員。 

○小久保博雅委員 ＳＮＳを使うメリットとは何

かといったら、タイムリーなことなんです。す

ぐ情報発信ができる。議会だよりだと四半期に

１回。そういうものじゃなしにＳＮＳで、これ

は早く市民に伝えたほうがいいな、知ってもら

いたいなと、これを発信するツールとしてすご

く有効だと思います。ホームページでも、これ

は完成させるにはそんなオンタイムでできない

ですから、時間かかりますから。 

  例えば、百条委員会にかかるような大きな問

題があって、どうなっているんだというときな

んかは、もう絶対的に情報提供として、非常に

短い時間で提供ができるわけですから、こうい

うものが有効になってくると思うんです。 

  そんな事象が毎議会ごとにあるかといったら、

そんなのはないですけれども、そういうときは

本当に限られてくるかも分からないんですけれ

ども、一つの議会側が市民に早く知ってもらい

たいような緊急のものがあるとき、意見を聞き

たいとかそういうことがあるときというのは、

紙ベースではなしに、こういうＳＮＳで、とい

うのはリアルタイムですっとできますから、そ

ういうツールを持っておくということも重要だ

と思うんです、議会側が。 

○工藤日出夫委員長 永井委員。 

○永井 司委員 事務局に確認なんですけれども、

広報紙の話が先ほど出ましたけれども、広報紙

の発行に少しラグがある、議会閉会後からラグ

があるのは、紙印刷だからというより、どちら

かというと編集だったり内容の確認だったりに

時間がかかるからだと思うんですけれども、で

あるならば、ＳＮＳにしてもそれは余り変わら

ないというか、ＳＮＳに載せる文言だって精査

した上で載せなければいけないと思いますが、

いかがでしょうか。 

○工藤日出夫委員長 何かありますか。 

○関口智明事務局長 おっしゃるとおり、編集に

時間がかかっているというのが現状です。印刷

はもちろんそれなりの時間はかかりますけれど

も、まずはそのゲラ、下書きの文章をつくるこ

とに結構調整に時間がかかっているというのが

現状です。 

○工藤日出夫委員長 永井委員。 

○永井 司委員 発信することの内容もそうです

けれども、何か、例えば、議会で例えばこれが

可決されましただけだったら、すぐ発信できる

とは思うんですけれども、本質的に発信するこ

との意味合いは、何が可決されたかと、それも

当然大事ですけれども、どういうことが議会で

話し合われたとか、そういうことを発信するた

めに発信機能の強化ということだと思っていた

ので、何かＳＮＳ、手法を変えたからといって、

余り本質的にどう市民の方に届くのかというの

は変わらないような気もしているんです。 

  チャンネルを増やしたところで、結局自分か

ら気になって情報を取りに行って、北本市議会

というインスタのアカウントとかフォローしに

行かないと、結局情報取れませんので、余りそ
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のアカウントつくるだけでは変わらないと思い

ます。 

  加えて、例えばやるのであれば、例えば北本

市の公式のＸだったり、インスタグラムのアカ

ウントでひもづけて発信していただくとか、あ

るいは、先ほどから広報紙の議会だよりの話が

出ていますけれども、そちらは全戸配布してお

りますので、そちらをもうちょっと可読性を高

めるとか、そういった取組も必要なんじゃない

かなと思っております。 

○工藤日出夫委員長 桜井委員。 

○桜井 卓委員 先ほど私が言ったとおりで、Ｓ

ＮＳとホームページ、あるいは、要はストック

情報とプッシュ型で発信するものというのはそ

れぞれ分けて考える必要がある。もちろんその

つなげることも必要なんですけれども、だから、

例えば可決されましたという情報だけでも重要

なことで十分ありますので、それは速報として

お知らせするということは必要なんじゃないか

なと思っています。 

  一番得意とするのは先ほど言ったとおり告知

でして、議会だよりで何か月後に議会が始まり

ますという案内だけを受け取ってもなかなか行

けないですけれども、例えばＳＮＳ、一回登録

しておけばプッシュ型でどんどん来るわけです。

流れてくると、タイムラインに。ですので、そ

れを見ていると、あしたこの人が一般質問でこ

ういう内容をやるんだなとか、議会で今こうい

ったことが議論されているんだなとかというの

がぱっと分かると。それはそれで十分意味合い

があるんだろうなと思っていて、ＳＮＳをやら

ない理由にはならないかなと思っています。使

い分けなんだと思っています。 

○工藤日出夫委員長 小久保委員。 

○小久保博雅委員 今桜井委員が言われたように、

議会報告会の３日前とか４日前にここで開きま

すとやれば、３か月前にもらったのを忘れてい

ても、そういう意味での意味があると思うんで

すけれども、一つ気をつけなければいけないの

は、ＳＮＳを利用している自治体というのは、

全て運用指針を定めて、こういうことは書いて

はいけない、こういうふうに書く、そこまでに

いくまでに、出すまでにどういう手順を踏んで

同意を得ていくのか、こういうのを必ず定めて

います。だから勝手にやっているわけではない。

自治体によっては各議員が個人でＳＮＳを使っ

て議会の様子を案内している、これに対しても

きっちりガイドラインをつくっているという自

治体もかなりあるんです。 

  だから、運用するとなると、単に利用の方法

をつくっていくだけじゃなしに、こちら側もき

っちりと保障できるような体制を構築しておか

ないと駄目じゃないかなと思います。 

○工藤日出夫委員長 私も今、進行しながら、こ

のＳＮＳを媒体として活用して、それをホーム

ページにつなげたり様々な形に運用していく上

で、実際にこれを今日の意見集約の一つとして、

ＳＮＳの活用についてというところに集約され

たとしたら、次は運用指針というか、ガイドラ

インというのかな、いわゆる。何かそういった
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ものを決めておかないと、非常に違った意味で

の発信をしてしまって、逆に誤解が誤解を生み

出していって、新しく、という可能性も、見て

いると非常にそういうケースもかなりあるみた

いなので、当然そういうことであれば、仮に今

日一つの集約として、情報発信機能の一つとし

てＳＮＳを媒体として活用していくというよう

なことにもし今日意見集約がされたとしたら、

次のテーマは、じゃ、それをどのような形で運

用していくのかというところの、ある意味ガイ

ドラインというか、技術的なものを次の議会に

は、その間にまた事務局の手を煩わせて、他市

の事例なんかも集めさせていただきながら決め

ないと、ここはなかなか難しいかなと。単純に、

じゃ、ＳＮＳで何でもいきましょうかという形

にはすぐにはなりにくいのではないかなという

ような思いを持ちながら、ずっと今までお話を

伺っておりました。 

  取りあえず今日も１時間ほどこの議論をさせ

ていただいて、大きく分けると、一つはＳＮＳ

の活用について、そして、録画配信とライブ配

信の本会議場の問題については、一度費用対効

果なんかも含めて録画配信というような話にな

っているということで、これについては今後も

う少し議論を深めていく必要があるというふう

にお考えになられていますでしょうか。 

  大嶋委員。 

○大嶋達巳委員 その録画配信かライブ配信かと、

それは当然やってもいいんですけれども、先ほ

ど休憩中に申し上げたのをもう一回言いますけ

れども、本会議よりも委員会をやることを私は

非常に重要じゃないかと思いますので、それも

含めて検討していただきたいなと思います。 

○工藤日出夫委員長 桜井委員。 

○桜井 卓委員 配信に関しては、一番見てもら

うために必要なのはユーチューブにするという

ことだと思います。プラットフォームを変える

だけで圧倒的に見やすくなると思うので、それ

を導入するかどうかというのが鍵になるだろう

と思うので、そこについても議論が必要だろう

と思っています。 

○工藤日出夫委員長 本会議、または委員会も含

めて、リアルタイムに情報発信していくという

ことについては、以前に検討したとしても、改

めて…… 

  議会改革特別委員会でやった。じゃ、滝田議

員が委員長で黒沢議員が議長で、黒沢議員が委

員長のときだね。そうですよね。 

  今、中間報告で出たものを今いただきました。

一旦そこでそういう形に決まっている。決まっ

ているから今回やらないと。令和２年、だから

５年前ですね。 

〔「いや、２年度」と言う人あり〕 

○工藤日出夫委員長 令和３年か。 

〔「３年ですけれども、年度でいう

と２年度なんです」と言う人あり〕 

○工藤日出夫委員長 令和２年第２回定例会にお

いて本委員会に付託されたと書いていますから、

令和２年６月の議会で付託されて特別委員会が

設置された。それで、第11回目の会議でこの問
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題を取り上げています。 

  それでは、ホームページのつくり方について

は、これは今後このＳＮＳの活用と、本会議の

リアルタイムなんかも加えて、そういう中でホ

ームページの在り方についても同時に改善をし

ていくということにはなっていくんだろうとは

思います。 

  あと、滝瀬委員から、所沢市議会が行ってい

るスーパーとか駅のコーナーに議会の、ある意

味議会コーナーみたいなものをつくっていると

いうケース。 

  または、もう一つは、議会報告会のやり方を

改善をすることによって、情報発信につながる

ような議会報告会のやり方にというような御意

見もいただいております。 

  一旦暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時３９分 

再開 午後 ２時４５分 

○工藤日出夫委員長 休憩を解いて再開いたしま

す。 

  皆さんからの御意見等を私なりにお話を伺い

ながら集約させていただきますと、大きく分け

ると、一つは、ＳＮＳをどのようにして活用し

ながら、現在のホームページであるとか議会だ

より、または議会報告会といったようなもの等

の媒体とどのようにしてつなげていって一体化

を図っていくか、そのことによって、これまで

よりもより議会の情報の発信する機能、まさに

機能ですので、機能は高まっていくのかなとい

うような受け止め方をしながら、皆さんの意見

を伺っておりました。 

  私からの提案ですが、このＳＮＳを現在いろ

いろな自治体で、先ほど小久保委員からも群馬

県の事例も出たりして、現在いろいろなところ

でこれを使った情報発信をしているケースがあ

るんだろうと思いますので、ちょっと時間をい

ただいて、事務局に幾つかの事例を探して次回

の会議に御報告させていただいて、もう一度そ

こでこの活用に仕方について皆さんからの御提

案や御意見をいただくというような形でいかが

でしょうか。 

  今ここでどんなルールを定めてとか、どんな

運用、それをやっているとかなりの時間になり

ますので、そこら辺をもう少し集約化したよう

な形で、ただ、ＳＮＳをどう活用していくかと

いうのは、どうやら私の受け止め方としては、

情報発信機能を高めていく上の一つのツールと

しては非常に重要なんだろうなというようなこ

とですので、ここは今までできていないので、

まず一点、これをどうするかというのを活用し

ていきたいと思います。 

  何か、桜井委員は。 

○桜井 卓委員 事例は無数にあると思うので、

それを調べてもらうというのも無駄だと思うの

で、それよりは、もうＳＮＳ活用すると決めた

上で、我々については何を発信するかというこ

とをここで議論されたほうがいいのかなと、私

は思います。 

○工藤日出夫委員長 そういう前提で、もう一つ

は、先ほど運用指針みたいなものが必要なので
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はないかというお話もありましたので、その辺

のものを何点か参考の事例として出していく、

その多分運用の指針の中で何ができるのか、何

ができないのかというようなのも結構分かって

いくのかなと思いますので、まずＳＮＳの活用

ということについては、この発信機能の強化の

一つの策として、これからも、この次の会議も

含めて、もう一回か２回ぐらい継続的に検討を

していきたいと思いますが、いかがでございま

すか。よろしいでしょうか。 

  それと同時に、本会議または委員会の配信に

ついて、桜井委員からユーチューブ使ったほう

がいいのではないかというのもございましたが、

そういう技術的なことは私は余り詳しくないの

で、これまで私が議運の委員長をやっていた10

年ぐらい前に石川県加賀市へ行ったときに、加

賀市は本会議と委員会をライブ配信していまし

た。そのときの印象ですと、加賀市の事務局長

が、委員会のライブ配信をすることによって、

実際に議会が何をしているのかといったような

ことについては、住民の方には大分関心を持っ

ていただいて、意識も変わったというような、

たしかそのような説明を受けた記憶があります。 

  あと報告会については現在、議会報告会の検

討をさせていただいておることでございますの

で、これらを併せて次回の会議でもう少しアウ

トラインをしっかりとした形にしていきたいと

思いますが、これでよろしいでしょうか。今こ

こで細かいところまで入っていっても、なかな

かまとめ切れるまでに時間を要すると思います

ので。 

  それから、その他でもって、２つ私のほうか

らお話し申し上げます。 

  一点は、来年の１月に市民との意見交換会を

したい、前にもたしか日程の中に入れていたと

思いますけれども、そろそろ１月頃にやりたい

なと思っているんですけれども、皆さんのほう

はいかがでございますか。 

〔「特別委員会で」と言う人あり〕 

○工藤日出夫委員長 そう、特別委員会として。 

  一回も何もやらないで終わるという、特に議

会の議員定数の問題とかがありますので、一度

はきちんとこれまでのものを含めて報告するも

のと、これからのものも含めて、議会の在り方

も含めて、日程を決めて意見交換会をしたいと

いうふうに思っていたんですけれども、１月で

いかがですか。まだ日にちは会場の都合とかい

ろいろあるので。 

○事務局 １月17日午前が一応取れそうです。 

○工藤日出夫委員長 今だと１月17日の午前だと

文化センターの第３会議室が取れそうです。 

○事務局 あと18日の午後。 

○工藤日出夫委員長 18日の午後。もう文化セン

ター今満員でなかなか取れないので。 

〔発言する人あり〕 

○工藤日出夫委員長 それでは、１月17日の午前、

文化センターの第３会議室で、議会改革特別委

員会として、議会改革についての市民との意見

交換会を開催をすることにしますので、よろし

くお願いします。 
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  内容としては、ここまで議論してきたまとま

ったものを含めてこちらから御報告をさせてい

ただいて、その上で住民の皆さんから議会に対

する要望とかいろいろなものを率直に聞き、お

答えできるものはお答えをする、持ち帰るもの

は持ち帰るという形にしていきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○桜井 卓委員 これまでやってきたことをそこ

で報告して意見を聞くのはいいんですけれども、

例えば全く議論をしていないような、それこそ

諮問事項というのを、１、２あたりですよね、

ここについて、我々で何の議論もしていない状

態でただ意見を聞きますというのは、なかなか

難しいのかなという気がしています。そのあた

りはどのようにお考えでしょうか。 

○工藤日出夫委員長 日にちが１月17日で非常に

タイトなんですが、12月議会までの間に、また

11月に２回と、12月の議会中も含めて、この中

で議員定数と議員報酬についてのテーマで委員

会を開きたいと思っています。 

  ここで、既に代表者会議で２年間議論したと

いうようなものもありますので、それらも踏ま

えた上で、１回か２回ぐらい議員定数と議員報

酬については議論した上で、１月17日に意見交

換会には臨みたいというふうには考えています。 

  どれが重要でどれが重要でないという位置付

けはないんですけれども、一通り今この発信機

能のことが方向性が出れば、残っている課題は

１番と２番と３番が全く手をつけていませんの

で、ここを重点的に11月、12月でもって議論を

させていただいて、結論は当然出ないと思いま

すけれども、住民との意見交換会に臨みたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願

いします。 

  それから、もう一つ、11月18日、ファシリテ

ーシヨン研修会を予定しておりまして、研修会

が終わった後に懇親会を行うかについて。別に

やってくださいと講師が言っているわけではな

いですよ。もしやるようなことがあれば私も一

緒に参加しますということなんですが、懇親会

のようなものをやるようなことについて、皆さ

んからどうでしょうか。 

〔発言する人あり〕 

○工藤日出夫委員長 やるのであれば講師も参加

しますと聞いています。 

〔発言する人あり〕 

○工藤日出夫委員長 講師がもしそういう時間が

あれば私は残って参加してもいいですよという

ことでした。そういえば何もやっていないから

一回ぐらいやってもいいかなという感じで今呼

びかけました。 

〔発言する人あり〕 

○工藤日出夫委員長 ということであれば、有志

だけでも構いませんし。 

〔発言する人あり〕 

○工藤日出夫委員長 では、皆さんに一応お声が

けをするという前提で、あくまでも参加は自由

意志ということでよろしくお願いいたします。 

  その他、何か皆さんからございますでしょう

か。 
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  大嶋委員。 

○大嶋達巳委員 先ほどの議論の中でも触れた部

分があったんですけれども、議事録、これ約３

か月後に公開されているという状況なんですが、

今この特別委員会の議事録は２、３週間で公開

されていますので、そういった面も踏まえて、

僕は可能じゃないかと考えるんですけれども、

できれば、この議会活動の発信機能の強化です

から、まさにこれは一つの強化につながること

だと思いますので、ぜひやっていただきたいと

は思うんですが、ただ、技術的なものも含めて、

できないのであればそれは無理な話なんですけ

れども、できればこれ公開までの日数は短縮し

ていただきたいと思うんですけれども、これは

できないものなのでしょうか。 

○関口智明事務局長 今の議事録公開の流れです

けれども、執行部に確認していただいています。

これでそれなりに時間が取られてしまうという

のが現状です。もちろん我々もチェックします

けれども。 

  特別委員会ですと、執行部入っていないので

話がまとめやすいというのがあります。こうい

った形でできる限り早く公開できるように進め

ております。 

〔発言する人あり〕 

○関口智明事務局長 できる限り頑張ってはみま

す。現状として、しゃべり言葉を活字にすると

なると、言葉足らずな面があったりとか、余計

な言葉が入っていたりとか、こういったものを

調整するのに意外と赤が入ったり、見やすくす

るために、執行部にもよく見ていただいたりし

ているので、その時間を短くなって余り分かり

づらい議事録になるのも心配かなというところ

がありますけれども、できる限り検討はしたい

と思います。 

○滝瀬光一委員 百条委員会のときには、議事録

早く出すために会議録研究所に無理を言ってお

金をかけて、日数が短い間で上げてもらうには

予算がその分高くなったんだけれども、今回こ

の特別委員会のものは事務局で作っているの。 

〔発言する人あり〕 

○滝瀬光一委員 ということであれば、そこの部

分、短縮したほうがいいというのは分かるんだ

けれども、予算が高くなってしまうので、その

辺はよく考えたほうがいいと思います。 

○工藤日出夫委員長 百条委員会のときは、とに

かくリアルタイムに出してもらわないと、次の

証人尋問の呼び出しするときの時間とか、こち

ら側が何を尋問するかという中身を精査するの

に、とにかく一日でも早く議事録をくださいと

いうことでやりましたので、特殊事情で。 

  ほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○工藤日出夫委員長 ないようですので、副委員

長に閉会をお願いします。 

○中村洋子副委員長 以上で、第７回議会改革特

別委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ３時０５分 

 


